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1  は じ め に

第 1報
1)で

復元田は水稲根環境が良好で養分供給力も大

きく多収条件を具備するが,こ の条件を有効に生かせる品

種は耐肥性の強いコガネヒカリであリササニシキは倒伏し

やすいため栽植密度に注意が必要であることを述べた。

本報では昭和60年度に前沢町の火山灰性台地上において
,

栽植密度と基肥を極度に減らし,追肥対応で復元田のササ

ニシキ栽培に成功した事例を報告する。併せて火山灰土壊

における復元田の上壌と水稲生育特性及び経営試算につい

大豆跡復元田1 水 稲 水稲一大麦 大麦 かばちゃ

ても連作田と比較した結果を報告する。

2調 査 方 法

(1)調査場所及び土壌型 ; 岩手県前沢町古城字横道 多

湿黒ボク土 (大豆跡 ),及び多湿淡色黒ボク土 (小麦跡 〉

いずれも前沢段丘,土壌母材は黒沢尻火山灰

("耕種概要 ; 復元日のみブル ドーザー代掻き,供試品

種ササニシキ,中苗 (共立条播 ), 5月 10日 移植,栽植密

度 169株 /″ (307X193m),(連作田は 214株 /ノ 〉

大 豆  大 豆

作  田

量肥施表 2

大豆跡復元田

(N)― 硫安,(NK)‐ NK , tr、 ′=r`
lι /10α 連用, 復元田は前作物の残さのみ。有機物は連作田の

圃  場

3 試験結果及び考察

本圃場は水回転作後 5年間麦,大豆を中心とした栽培が

行われ,毎年土壌改良資材と共に豚厩肥が 2`以上施用さ

れてきたため下層まで地方の高い圃場である。しかし過去

3年間小麦及び大豆の連作が続いたため,水田への復元に

より水稲及び畑作物両者の一層の多収化を目指した。

復元FHでのササニシキの栽培は第 1報で述べた結果に基

づき,粗植,基肥減でスタートし,生育を見て追肥対応を

行った。またブル ドーザー代掻きにより漏水防止を図った。

作土中のアンモニア態Nは表 3のように連作田よりも少

なく経過しており,第 2報の結果と同様であった。 しかし

図 1に示したように,採取した作tを分場の水田で圃場イ

7/16(NK
7/18(NK) 7/27(NK)

ンキュベートすると復元田の地力窒素発現量は違作田より

も最終的に約 1″程度大きい。水稲生育も復元田で旺盛な

ため,こ の地力窒素は連続的に吸収されたと考えられる。

ブル ドーザー代掻きにより復元田の減水深は連作田並で

あったが,二価鉄含量は連作田よりかなり低く,土壌の酸

化的環境が生育後期まで継続 していた。これは復元田の水

表3 作土中NH4~N及び二価鉄 (Fe(■))の推移

Ｃ

類( 種

5/18(N), 7/16(NK), 7/20(PK), 7/27(NK)
7/17(PK))

表 1 調査圃場の前歴

08+11+23■ 11 86+40
11+40

90+23+40+11
110■ 23+

24■ 11+12■ 17 130+12+17
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図 1 復元田と違作田作土の圃場インキュベート
によるアンモニア態窒素発現パターンの違い

表 4 生  育

大豆跡復元田

N■‐N 劇沢■ギク1:瞑 足田 (人 0絲 )‐ 0剛 0

稲根が後半まで白い観察結果と符合した。

表 4の水稲生育は草丈,茎数とも初期は連作田で勝るが

稗長,穂長,有効茎歩合は復元田で大きく,中後期の生育

が復元田で勝った。倒伏は連作田,復元田とも少なかった。

表 5の坪刈りによる収量調査では全重,わ ら重,靱重と

も復元田で大きく,精玄米重も連作田より1割以上の増収

となった。全体的に穂数は少ないが登熟歩合と玄米千粒重

が高く,一穂靭数及び総靱数は復元田のほうが多い。

成熟期の養分吸収量 (表 6)は全体的に復元田で大きく,

倒伏度

5段階

特に窒素の吸収割合が高い。連作田との窒素吸収量の差は

3″以上であり,作土の培養態窒素の差は約 1″程度のた

めi作土が深く根が健全であるための根圏拡大に伴う下層

土からのN吸収も旺盛であったと考えられる。

表 7は調査農家の全水田を復元田と連作田に分け,全刈

り実収値に基ずき経営試算したものである。坪刈りよりも

差は縮小するが,復元田が所得で 8%の増となった。内訳

は表 8に示したように,ブル ドーザー使用の賃借料金のた

め10● 当たりの第一次生産費はやや高いが,収量も多いた

め60″ 当たりの生産費はやや低い結果となった。

, (o2“ l Exp( o o16x''
140● 1-E xp`― o O10ェ ),

+]“

場圃

1l /ax** '

(■ /10α )

1414 `5'  803

1 042   S3'    766

表6 成熟期養分吸収量(49/10`)及 びその連作田対比

1627(139)1149(158) 6 10(137)

表 7 調査農家における水稲の収益比較 (10`当たり )

170,261

158,133

表 8 輪換田 (大豆,小麦跡 )水稲と連作田水稲の第一次生産費の比較

輪換畑

連作田

復元田は地方窒素発現が大きく,酸化的環境により水稲

根生育も旺盛で中後期の生育が大きい。そのためササニシ

キ栽培においては栽植密度減と基肥量減が有効であった。

また復元田の多収性は経営的にも有効であった。
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